
した。

ために、多様な活動をしています。技術的な高度化や作業の効率化は常に求められていく

　当協会が損害保険の代理店となりまして、いろいろと考えさせられることが増えてまいりま

　企業経営を取り巻く環境は常に変化しているわけですが、企業の役職員は会社の発展の

いましたが、最近、その低下傾向に硬直性がかかったかのように下げ止まってきています。

ど貴社の経営環境を踏まえて、想定されるリスクをカバーするにはどの保険がふさわしい

保険には生命保険と損害保険がありますので、両方でだぶっている無駄がないか、若しく

は網羅していると思っていたら不足している場合がないかといったことを調べてみたら宜し

つつあります。賠償責任については、想定外の賠償額が発生する判例が増えてきています。
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いのではないでしょうか。

かを考える必要があります。

　そのうえで、保険料が高いのか安いのかという比較をしてみたら良いと考えられます。

角度、視点からお役に立てられればと思っておりますので何卒宜しくお願い致します。

　当協会では、会員の皆様に安心して快適に働ける環境作りに貢献したいと考え、様々な

　現在ご加入の保険で、カバーできる状況なのかを検討されるのが良いと思います。

ご相談頂きましたら速やかに対応させて頂く準備ができています。

　ここに挙げさせて頂いた諸々の課題につきましてご相談頂ければと思います。

保険の活用を提案します

べきものだと思います。その中で、労働災害の発生件数は、長期的には低下傾向を示して

　労働災害に関しては、実際に起こってみますと、「何故」「どうして」というようなことが多い

保険についての無駄や不足を今一度見直し、検討するのが良いのではないでしょうか。

　その際に、例えば、損害保険において労災の上乗せ保険と第三者賠償保険との違いな

（もう一度保険の見直しをしませんか）

頂ければと考えています。

　そこで、まず初めに、貴社が加入している保険の内容を確認することが必要です。

加入している保険の内容を１００％把握していますか。

ゼロにする徹底的な取り組みが求められています。

　リスクアセスメントの分析やOSHMSの導入が道半ばということもありますが、労働災害を、

　ゼロ災の取り組みと同時に、従来予想していなかった賠償責任の存在も無視できなくなり

　保険につきましても、環境の変化に対応していく必要があるのではないでしょうか。

貴社が加入している保険で会社経営に関するリスクをカバーできているか否か見直しをして

のが実態です。


